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The purpose of the study is to explore teachers’ beliefs on teaching English in English, together with how
they deal with their dilemmas. Semi-structured interviews were conducted to nine teachers working at junior
or senior high schools. Their interviews were recorded and transcribed. Then they were analyzed following the
procedure of the Modiﬁed Grounded Theory Approach.
The results revealed that teachers have various kinds of dilemmas, and they were divided into three categories:
(1) teachers’ psychological anxiety, (2) diﬃculties and problems they face in their teaching context, and (3)
practical constraints. Together with reporting the dilemmas, how they deal with them were also reported. That
includes (1) to set up the activities which teachers conduct only in English and keep doing them, (2) step-by-step
scaﬀolding using L1, (3) to introduce meaning-based activities in term examinations, (4) careful consideration
of the balance between meaning-focused activities and form-focused instructions, and (5) changes of textbook
they use.
Keywords：Teaching English in English, Teachers’ Beliefs, Qualitative Study, Modiﬁed Grounded Theory Ap-
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1. はじめに
本研究の目的は、英語の授業を英語で行うことについ
て、中学校、高等学校で教壇に立つ英語教師が持ってい
る思いを明らかにすること、そして、英語の授業を英語
で行うために教師が具体的に取り組んでいる工夫につい
て探求することである。近年、英語の授業を英語で行う
ことの是非が様々な観点から議論されている。また、英
語で授業を行うための指導法や手法も、様々なものが提
案されている。しかしながら、実際に教壇に立ち教鞭を
とっている教師自身の声を取り上げて、授業を英語で行
うことについて論じた研究はあまり多く見られないよう
に思われる。実際に英語で授業を行うことを試みている
教師の言葉を分析することは、英語で授業を行う上で実
際に直面している課題を明らかにすることができるため、
英語で授業を行う際に考慮するべき点を考える上で重要
であると思われる。
本研究では、英語の授業を英語で行うべきかどうかの
是非については議論せず、教師の思いと取り組んでいる
具体的な工夫を明らかにすることに焦点を当てる。なお、
「英語の授業を英語で行う」ということは、教師が授業中
に英語を用いて授業を進めるということだけでなく、英
語によるコミュニケーション活動や内容面を重視した活
動を取り入れるということも含むこととする。
2. 先行研究
英語の授業を英語で行うことにおける教師の心情につ
いて調査した研究には Yamada and Hristoskova（2011）
がある。Yamadaらは、英語で英語を教えたり学んだり
すること（teaching and learning English in English, 以
下TLEIE）に対する様々な論者の考えをまとめ、TLEIE
に対する否定的な見解を以下の 6つにまとめている。
1. 母語の使用によってこそ、教材の背景や文法構造
などを効率的に教えることが可能である
2. TLEIEには理論的根拠が欠如している
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3. TLEIEを実行するためには、大学入試や高校入試
が変わる必要がある
4. TLEIEには、教師に高い英語能力が求められる
5. 学習指導要領が教師が授業中使用する言語にまで
言及することについて疑問がある
6. 多くの学習者は、英語の授業を英語で行っても理
解できないという主張がある
このような見解を踏まえながら、Yamadaらは福井県内の
高校英語教師を対象に TLEIEに対する意識調査を行っ
た。その結果、52.7%の教師が、英語の授業を英語で行
うことについて賛同すると報告された。また、TLEIEが
新学習指導要領によって導入されることの利点について、
50%以上の教師が、英語使用の自然な環境を構築できる
こと、学習者が英語に多く触れることになること、常時
英語を聞くことで英語が聞き取りやすくなること、そし
て、言語はコミュニケーションの中で使用することで習
得できるという点で賛同したことが報告された。一方、
TLEIEが導入されることによる問題点については、全て
を英語での授業にすると、困惑する学習者が見られるこ
と、英語力の低い学習者には日本語での説明が必要であ
ること、学習者の習熟度に合わせた英語を使うことが困
難であること、重要事項の理解が難しいこと、日本語に
よる説明の方が効率がよいことが挙げられた。また、日
本人英語教師の英語使用場面については、言語材料の提
示とコミュニケーション活動が 51.9%、言語材料の提示
とクラスルーム・イングリッシュが 20.6%、言語材料の
提示のみが 15.3%と報告された。教師の英語を学習者に
理解させるために工夫していることは、簡単な英語を話
すことが 90.1%、繰り返し話すことが 80.2%、ゆっくり
と話すようにすることが 77.1%と報告された。
Yamada and Hristoskova（2011）は、TLEIEに対して
現場の高校英語教師が持つ思いを知るための貴重なデー
タを示している。その一方で、英語の授業を英語で行う
ための工夫については限定的な調査にとどまっている。
また、Yamada and Hristoskova（2011）の調査は主に
量的な質問紙による調査であり、質的な調査は限定的な
掲載にとどまっている。現場の教師の語りから教師の思
いを探究することで、個々の教師がもつ信条をより具体
的な事例の中で考えることが可能になると思われる。そ
こで本研究では、Yamada and Hristoskova（2011）の
量的な調査を踏まえ、英語の授業を英語で行うことにお
ける教師の思いと、英語の授業を英語で行うために心が
けている工夫を、質的な側面から探求することを目的と
する。
3.  
本研究の目的は、英語の授業を英語で行うことについ
て教師が抱える思いを明らかにすること、そして、英語
の授業を英語で行うために教師が具体的に取り組んでい
る工夫を探ることである。そのために、以下の研究課題
を設定した。
中学校および高等学校の英語教師は
1) 英語の授業を英語で行うことに対してどのような思い
を持っているのか
2) 英語の授業を英語で行うためにどのような工夫をして
いるのか
4. 
4・1 研究協力者
福井県内の中学校、高等学校に勤務する英語教師 9名
（男性 4名、女性 5名）に研究協力を得た。各協力者の
勤務校、教職経験年数、性別は表 1に示されている。
表 1. 調査協力者
教師 性別 教員歴 勤務校
教師 A 男性 5年 A中学校
教師 B 女性 13年 B中学校
教師 C 女性 2年 A高等学校
教師 D 女性 3年 A高等学校
教師 E 女性 10年 B高等学校
教師 F 男性 26年 B高等学校
教師 G 男性 10年 C高等学校
教師 H 女性 8年 D高等学校
教師 I 男性 27年 E高等学校
中学校教師は 2名、高校教師は 7名である。研究協力者
には研究の趣旨を十分に説明した上で、書面による同意
を得た。研究協力者の多くは英語圏への留学経験があり、
授業中に英語を使ってコミュニケーション活動を行った
り、英語を使ったりすることに対しても熱心な教員であ
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る。また、英語の授業に関する研究会にも参加し、授業
研究に熱心に取り組んでいる教員も多く見られる。教職
経験数は 2年から 27年まで幅広く、教師になって間もな
い教師から経験豊富な教師まで幅広い層から協力を得た。
4・2 データ収集方法
データ収集のために、半構造化面接（semi-structured
interview）を行った。半構造化面接とは、あらかじめ設
定した質問項目について尋ねながら、話の流れに応じて
適宜質問を加える手法である。事前に質問したい項目を
設定しながら、面接の流れに応じて柔軟に対応できる点
が特徴的である。面接は著者 2人のいずれか、または両
方が協力者の勤務校に出向いて、協力者と著者の 1対 1
で行われた。教師 Eと教師 Fに関しては、第二著者と
3名で面接が行われた。面接の内容は、協力者の許可を
得て録音された。以下は事前に設定した質問項目である
が、実際にはこの順番で質問したわけではなく、話の流
れに応じて適宜順番を変えて面接を行った。
1. どの程度英語の授業を英語で行っていますか
2. 英語で行っている具体的な活動や項目を可能な限
り詳しく教えて下さい
3. 英語の授業を英語で行うために心がけていること
はありますか
4. 英語の授業を英語で行う上で苦労していることは
ありますか
5. （上で述べた）苦労や困難にどのように対応して
いますか
6. 授業中日本語を使用する場面はありますか。それ
はどのような場面ですか
7. 「ここはあえて日本語を使用した」というところ
はありますか
8. （上で述べた場面で）日本語を使用するのはなぜ
ですか
9. 授業外で英語に触れさせるような機会はありますか
10. 英語の授業を英語で行うことに対して学習者はど
のように思っていますか
11. 大学受験や模試等の対応はどうしていますか。何
か特別なことをしていますか
12. 中間試験、期末試験では、どのような問題を出題
していますか
13. 中間試験、期末試験と英語の授業の関連は意識し
ていますか
4・3 データ分析方法
収集された面接データは書き起こされ、修正版グラウ
ンデッド・セオリー・アプローチ（Modiﬁed Grounded
Theory Approach, 以下M-GTA）を参考に分析を行っ
た。M-GTAとは木下（2003, 2007）によって考案され
た、GTAの一種である。木下（2003）によると、GTA
とはデータに密着した分析により説明概念を生成し、収
集されたデータについての説明が可能な理論を構築する
のに適した研究手法である。M-GTAは分析中にデータ
の切片化を行わないこと、分析ワークシートと呼ばれる
シートを用いて分析を行い、分析ワークシートの完成を
理論的飽和化の判断材料にしている点が特徴的である。
データの分析は表 2の手順に沿って進められた。本研
究で作成された分析ワークシートの具体例は、付録に示
されている。まず、第一著者が分析ワークシートの原案
を作成した。その後、第二著者に提示し、協議して完成
させた。
表 2. M-GTAを参考にした分析手順
手順 概要
1) 収集されたデータ (面接記録)を書き起こす
2) 書き起こされたデータを読み込む
3) 研究課題と関連があると考えられる箇所を
「ヴァリエーション」欄に記入する
4) 「理論的メモ」欄に 3)の解釈を記入する
5) 3)の類似例や対極例を探し、記入する
6) 3)から 5)を繰り返し、説明概念を生成する
7) 概念同士の関係を検討し、必要に応じて概念
同士をまとめたカテゴリーを生成する
8) 結果図とストーリーラインを作成する
5.  
英語教師 9名の面接結果をM-GTAの手順に沿って分
析した結果、研究課題 1については 4つのカテゴリーと
7つの概念が生成された。以下では研究課題ごとに分析
結果の説明と解釈を行う。なお、本文中の＜＞は概念名、
【】はカテゴリー名、（）は著者による補足を表すものと
する。また、本文中の回答は面接をそのまま書き起こし
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たものであるが、必要に応じて、回答の意味を損なわな
い範囲で、語尾等を慎重に修正した部分もある。
5・1 英語の授業を英語で行うことに対する教師の心情
まず、英語の授業を英語で行うことに対する教師の心情
について報告する。図 1は、生成された説明概念及びカ
テゴリーを図示したものである。
教師が抱えるジレンマ
教科書の難しさ
時間的制約
【実務的な制約】
日本語で説明しない
不安
ゆれる思い
【教師の心理的不安】
テストの結果に
反映されない
習熟度の低い
学習者への配慮
英語表出への
抵抗感
【直面する課題】
図 1.英語で授業を行う際に抱えている教師のジレンマ
本研究では、教師が抱えるジレンマは大きく分けて【教師
の心理的不安】、【直面する課題】、【実務的な制約】の 3点
から構成されることが明らかになった。以下では、この
3つのカテゴリー毎に教師が抱えるジレンマを探求する。
5・1・1 教師の心理的不安
まず、英語で授業を行うことに対する【教師の心理的
不安】について述べる。教師は英語での授業を試みてい
るが、学習者の授業中の様子や、同僚教師との信条の違
いなどから英語で授業を行うことに対してあきらめの気
持ちを持ったり、その効果に対して疑問を持ったりして
いることが報告された。
まず基本的なところが、こちらの説明してい
ることが分かってもらえない。指示が通らな
い。特に口頭の場合ね。その段階でつまづい
てしまったってのがこれまでよくありました
し、今年もそうでしたね。で、それでもあき
らめずに何か言い方変えてとか、提示する仕
方変えてとか、色々やっていかなきゃいけな
いんですが、（心が）途中でポキって折れて。
（教師 F：高等学校）
英語で授業を行うために教師は様々な工夫を試みている。
しかしながら、それらの工夫は必ずしもうまく機能する
わけではない。時には失敗が続くこともあり、うまく授
業ができないと感じることもあるだろう。教師 Fは、英
語で行った説明や指示を学習者に理解してもらえないこ
とが続き、「（心が）途中でポキっと折れて」しまったと
述べている。英語で授業を行うために様々な工夫が必要
であることは十分に認識しつつも、授業がうまくいかな
いことが続いた時、英語での授業に対してある種のあき
らめの気持ちを持ってしまったことがうかがえる。
何か迷っているんですよ。（同僚の教師から、
最終的には和訳できないとね、それがトレー
ニングだからね、ということを聞くと）段々
そうなのかなって思ってきてしまっている自
分がいて、今の流れと逆行しているけど、どっ
ちが正しいか分からないなって。誰にも分か
らんのやろうけど、バランスが大事なんだろ
うけど、効率の良さも考えると、これが効果
的やって思うことをやる方がやっぱり優先さ
れてきてしまうので、受験のこととかテスト
のこととかを考えると、（英語で授業を行う
ことは）難しいかな。（教師 D：高等学校）
教師Dは、授業を英語で行いたいと思っているが、Dの
同僚教師は英文和訳を行うことをより重要視している様
子がうかがえる。Dは同僚教師から英文和訳の重要性を
説かれると、徐々に同僚教師の考え方が正しいのではな
いかと思い始めていると述べている。教師が英語で授業
を行うことが学習者にとって有益であると思って授業に
臨んでいても、同僚教師や先輩教師と授業に対する考え
方が異なる場合に、自分の信条に疑問を持ち、迷いが生
じていることがうかがえる。
ドリル的な活動とか、形式的な面も増えてく
るし、頭の中で実はそっち（ドリル的な活動）
をした方が実は力つくんちゃうのとか、思っ
てる部分もある。けど、今さらそんなことし
たくないなっていう個人的な思いだけでやっ
ている気もするから。（中略）スピーキング
のテストが実際にないし。いわゆる入試とか
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で。授業中は評価するけど。この子達は（英
語でのコミュニケーション活動を）楽しんで
やっているし、慣れてくるといい雰囲気にな
るんだけれども、果たしてこの授業を受けて
いて恩恵を受けているんかなって。（教師A：
中学校）
教師Dは同僚教師との授業に対する信条の違いから、英
語で授業を行うことに迷いを持っていることがうかがえ
た。一方、教師 A は授業を進める上で自身の授業につ
いて疑問を持つようになったことがうかがえる。教師 A
は、英語で授業を進めていく中で、学習者が楽しんで取り
組んでいることについて述べた一方で、英語で授業を進
めていくことにおける学習者の英語能力の育成に対する
効果に疑問を持っているようである。そして、ドリル的
な活動や言語形式に焦点を当てるような活動を行う方が、
学習者の英語能力の育成には効果的ではないかと思って
いることがうかがえる。教師 Aと教師 Dは、コミュニ
ケーション中心の授業を行いながらも、言語形式面に焦
点を当てた活動との間で葛藤している点が共通している。
このように、同僚教師との信条の違いや、授業中の学習
者の様子を観察する中で、形式指導を重視した方が英語
能力の育成には効果的ではないかという迷いを持ってい
ることがうかがえる。また、英語の授業を英語で行おう
とする中で様々な工夫を試みても、上手くいかないこと
が続くと次第にあきらめの気持ちを持つようになり、英
語で授業を行う必要性を感じなくなることもあることが
報告された。英語の授業を英語で行うということと、言
語形式面を重視した指導との間で＜ゆれる思い＞を持ち
ながら、日々教師は授業に臨んでいることがうかがえる。
【教師の心理的不安】の 2点目として、日本語の説明
を行わないことによる不安が挙げられた。つまり、日本
語での説明がないと、学習者は理解した実感が得られな
いのではないかと教師は考えているようである。教師の
方も、日本語での説明がないと、学習者に理解させたと
実感することが難しいようである。
全部できたらいいのになって思う。英語で。
文法の説明以外やけど。やっぱり (生徒が)
分からないんですよね。日本語の説明がない
と、やっぱり生徒も理解した気にならないし、
こっちも分かってるのかなって不安になる。
でもまあ普段やっているオーラルイントロダ
クションとか指示とかは、そんなコアな部分
じゃないので、そんなに心配はしていないっ
ていうか。少しでもこういうところだけでも
触れてくれたらいいなっていう気持ちでやっ
ているので。（教師 D：高等学校）
教師Dは、文法事項以外は英語で授業ができるとよいと
考えている。しかし、日本語での説明がないと学習者が
理解したという気持ちにならないこと、教師側も学習者
が授業内容を理解しているのかどうか不安になることを
述べている。指示出し等の「コアでない部分」について
は、英語での授業を行うことに対して抵抗感は少ないよ
うであるが、「コアな部分」だと教師が感じている箇所に
対しては、日本語での説明がないと、教師も学習者も不
安を感じるようである。
著者：（英文法の指導としては）オーラルイン
トロ（ダクション）だけではやっぱりダメっ
てこと?
教師A：こっちの不安がある。だから、あっ
ち (生徒)がそれで満足していればいいんで
すけど、なんとなく (オーラルイントロダク
ションを)やっているとなんとなくついてく
るし、今の雰囲気なら。けど、いざ、そのま
ま後置修飾でオーラルイントロして、後置修
飾クイズとかっていって、（中略）クイズ作
らせると、英文書けるんですよ。けれど、分
からんって（生徒は）言う。
著者：分からんっていうのは?
教師A：なぜこの文がそうなるのか（そのよ
うな語順で表されるのか）。けど使っている
と意味分かるし、訳せるんだけど、なんかこ
う落ち着かないんですよね、子どもたちがこ
う。落ちないというか。
著者：落ちないっていうのは?
教師A：意味が分かるし使えているのに、満
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足していない、子どもたちが。（教師 A：中
学校）
教師Aは、英文法の指導において、オーラルイントロダ
クションと日本語による説明を合わせて行っていること
を述べ、その理由として教師に不安があることを述べた。
Aによると、オーラルイントロダクションによって英文
が導入されても、学習者は「なんとなく」目標言語形式が
表す意味を把握し、「後置修飾クイズ」などの活動にも取
り組めるようである。しかしながら、Aの目から授業を
観察した時に、学習者は「なんかこう落ち着かない」状
態でもあるようである。明示的に文法項目を指導してい
ないままで、学習者が本当に目標言語形式を理解したの
かどうか、A自身が確信を持つことができていない様子
がうかがえる。
5・1・2 直面する課題
英語の授業に限らず、失敗すると思いながら授業計画
を立てて実行する教師はまずいないだろう。可能な限り
授業が成功するように考えられた上で実践が行われてい
ると思われるが、それでも実際には、授業を進める中で
様々な課題に直面していることが明らかになった。この
点について最も多く述べられたのが、＜習熟度が低い学
習者への配慮＞の必要性である。
そういう活動中心の授業になると、下のクラ
スの子って学力的に厳しい子はけっこう辛い
と思う。多分、中学校からその英語の拒否反
応を持ってるような子らもいるやろうし、上
の子らはそういうコミュニカティブな授業は
チャレンジングやし刺激的やし、いいと思う
けど、下のクラスの子も、中には辛い子もい
ると思うけど（教師 G：高等学校）
英語の授業を英語で行う場合、授業全体をコミュニケー
ションの場と捉えることができると指摘されている（大
下 2014）。コミュニケーション活動も含め、そのような
場では、学習者は持っている目標言語についての知識や
運用能力を総動員して対応する必要がある。そのため、
目標言語の習熟度が高い学習者にとっては「チャレンジ
ングで刺激的」になり得るが、習熟度が低い学習者の場
合、持っている言語知識や運用能力を総動員しても授業
についていくことが難しく、辛い思いをする可能性があ
ることが指摘されている。
教師 A：（中学校 1年生の）最初 3ヶ月くら
い。細かい、例えば be動詞とか一般動詞っ
ていう振り返りの説明の時以外は指示とかも
定着のために英語でやっていました。ただ、
テストの結果を見たり、授業中の様子を見て
いたりすると、かなり（学力的に）低位の
子が含まれるクラスだっていうのが判明した
ので、最近は指示は英語で出しているけれど
も、英語で授業というような形は大分減って
います。
著者：指示は出しているけど
教師 A：その指示以外で教科書を開けとか
立てとかペアで話をしなさいとかそういう分
かっている英語については英語でするけれど
も、その他説明だったり読み取りだったり、
それまで英語でやろうとしていたことも（学
力的に）低位の子に合わせて日本語でやっ
ていることがほとんど、になってきています
（教師 A：中学校）
習熟度の低い学習者について考慮に入れるとき、日本語
を適宜用いながら授業を進めるという意思決定をしてい
ることがうかがえる。例えば、教師Aは、担当するクラ
スに習熟度が低いと思われる学習者が多く見られること
が分かると、授業中に用いる英語使用を指示出しにとど
め、日本語を使用して授業を進めるようになったと述べ
ている。
一人のある、思い浮かぶ子というのは、明ら
かに英語が苦手なんで。1年生の 1学期はも
う、完全にあちらを向いていて、2学期ぐら
いからは「お前、このままだと 2年生上がれ
んぞ」というと、本人もやっとやる気になっ
てきていて、それまではリテリングやQ&A
にしても、ノリが悪かったんです。そうい
う子にも、少なくとも教科書の内容は分かっ
A
　　　　 いてと
か立ってとかペアで話をしましょうとかそう
いう分かっている英語については英語でする
けれども、その他説明だったり読み取りだっ
たり、それま 英語でやろうとしていたこと
も（学力的に）低位の子に合わせて日本語で
やっていることがほとんど、になっ きてい
ます。 ：
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ている、少なくともリピーティングはできる
よね、というような状態にするためには、日
本語も、少なくとも 20%、30%は入れてお
いて、自分の分かっているところをしゃべっ
ているなということがあると、だんだんモチ
ベーションが上がってきたときに、彼はまあ、
やっと 11月位からモチベーションが上がっ
てきたのですけど、（教師 I：高等学校）
日本語を使用するという意思決定の背景には、学習者の
理解を重視した授業を目指していることがうかがえる。
前述の教師Aも、習熟度が低い学習者に合わせて日本語
の使用を増やしたことが述べられている。また、教師 I
は日本語を授業中に用いることで、学習者が分かる内容
を増やそうと試みていることが明確に述べられている。
このように、多くの教師は、授業を構成、実施する際に
＜習熟度の低い学習者への配慮＞を考慮に入れているこ
とがうかがえる。具体的には、日本語を使用し、学習者
が「分かる」ことを増やそうと試みていることがうかが
える。
英語で授業を行う際に【直面する課題】の 2点目とし
て、英語での授業が＜テストの結果に反映されない＞こ
とが多くの教師によって挙げられている。
特に 1 年生っていうこともあって、1 学期
はやはり英語中心でっていう風な意識があ
り、まあその代わり予習はきちんと英語でさ
せること、それから、最後に音読シートって
いう形で和訳を渡すっていうことで、はじめ
のうちはやはり英語中心で進めていったんで
すが、教室内のクラスルームイングリッシュ
と、最初オーラルイントロダクションとか、
あとはまあ、ポイントをつかむようなそうい
うワークシートを作って、それを使って内容
理解をしていくっていうようなことをして日
本語の解説はなるべく加えないっていうこと
をしていたんですが、考査で測ってみると結
局あまり分かっていなかったりであるとか、
細かい部分が理解できていないとか（中略）
間違えたまま、日本語を理解していたりって
いうことがあって、かなりこう定着が悪いっ
ていう状況で、それこそ普通科で模擬試験と
か見ても、あまりそういったことが定着され
ていないなっていうことが結果としてでてき
ました。（教師 E：高等学校）
英語で授業を進めようと試みて、教師 Eはクラスルーム
イングリッシュやオーラルイントロダクションなどを取
り入れながら、日本語での解説を可能な限り減らそうと
した。しかしながら、考査の結果を振り返った時、教師
が意図していたようには「定着されていない」現状に直
面したようである。
1年生はなんか活動的な内容にもなるのかも
しれないけど、なんとなく分かっているよう
な雰囲気にこっちもなっちゃう。それは初任
者の時にかなり反省はしたんですけれども。
活動はできる。ある程度こっちがお膳立てを
して、こういう風な表現を使ってペアで話そ
うとか。その時は真似したり、一瞬だけ覚え
たりしてしゃべれる。けど、その様子が僕の
勘違いで意欲的とか、まあ意欲的なんですけ
れども、がんばっている（中略）この子達は
今のところ英語が順調に理解できている、学
習できている。で、いつも思うのは、でも書
けないなあ、テストでできないなあ。で、こ
れは英語でやってるけど、授業はうまくいっ
ているけど、結果として力に結びついていな
いっていう 1年生における悩みかなあ。で、
じゃあ 1年生における悩みがそうであるって
ことは、2、3年生になってきっと引きずっ
ている子はいるんだろうなあっていうことで
すね。（教師 A：中学校）
英語で授業を進めていくと、教師の様々な工夫の成果も
あり、授業の場ではペア活動やコミュニケーション活動
に意欲的に取り組んでいる様子が見られる。教師Aはこ
のような学習者の様子を観察し、学習者が英語の授業に
順調に取り組むことができていると当初解釈した。しか
しながら、いざ考査を行ってみると教師の意図したよう
には成績に反映されておらず、学習者の英語能力の育成
に授業が貢献しているのか悩んでいると述べている。
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このように、英語での授業を試みる時、教師はオーラ
ルイントロダクションやクラスルームイングリッシュな
どを工夫して取り入れながら進めているようである。ペ
ア活動やコミュニケーション活動に、学習者が熱心に取
り組む様子が見られることもあるようである。しかしな
がら、学習者の英語能力を考査等で測定すると、教師が
意図したようには考査の結果に反映されていないことが
報告された。そのことが、教師の中でのジレンマの 1つ
になっているようである。
【直面する課題】の 3点目に、学習者が英語での表出
に抵抗感を感じており、英語で表出をさせること自体に
苦労しているという報告がされた。
やっぱり、ちょっと「言ってみて」となると、
結構、牽制し合うというか何か。「恥ずかし
い」とか、「話したことあんまりない」とか、
そういう傾向はありますね。（教師 C：高等
学校）
前述の教師Aからは、学習者が英語での授業に意欲的に
取り組んでいるという報告がされたが、そのような事例
ばかりが報告されたわけではない。教師Cが指導する環
境では、教師が学習者に英語での発言を促すと、学習者
同士が牽制し合う様子が見られたようである。同様の例
は教師 Eからも報告されている。
苦労とかっていうとやっぱりその、正直言っ
て、英語が得意だって思っている生徒が多く
ないっていう感じがあります。生徒自体に。
それから海外に関心があるとかそういう意欲
の面でも、英語使いたいとかいう生徒もまあ
層的にそんなにもともと多くない、あるいは
活動なんかも活発にやろうというような (風
ではなく)、どちらかというとおとなしいタ
イプの生徒が多いので、その雰囲気っていう
か、(英語を)使わせるっていう（ことに）苦
労するっていうか、使わせてその内容を挙げ
ていくとかいう以前に、使わせるのにまた苦
労しているっていうところがあります。（教
師 E：高等学校）
このように、授業中、学習者の英語での発言を促進させ
ることは、教師の【直面する課題】の 1つのようである。
その原因の 1つには、学習者がこれまで受けてきた授業
スタイルに関連している可能性が教師Cによって示唆さ
れている。他には、英語学習や海外への関心が薄かった
り、英語に対する苦手意識があったりすることが教師 E
によって示唆されている。
そういう（教師が英語を使うことに）何か慣
れているっていう生徒もいれば、全然そんな
英語で（話す）なんてっていう感じの生徒も
いて、もう英語で言うと分からんで言わんと
いてとか英語使わんといてとか言ってくる生
徒もいますし、もう全然分からんとか。特
に中学校と高校とのギャップがかなり生徒は
感じていて、こう文法なんかにしても、中学
校もやっぱりコミュニケーション中心にやっ
てきてあんまり文法的なことも習っていない
し、急にこう、文のレベルが上がるみたいな
感じで、あれもこれも生徒はやらないといけ
ないし、っていう生徒もいます。まあ逆に好
きな生徒は何か喜んでいるっていうような場
面もあります（教師 E：高等学校）
しかしながら、同じ指導環境でも個人差は見られるよう
である。この点は、前述の学習者の習熟度についてとも
関連しているように思われる。
5・1・3 実務的な制約
英語で授業を行う際に抱えるジレンマの 3つ目に【実
務的な制約】が挙げられる。その 1つに＜教科書の難し
さ＞が挙げられた。
正直ちょっと難しすぎて、うん。その英語の
内容をパラフレーズしたものでオーラルイン
トロダクションする、それをもとに生徒と基
本的なところの理解から進めて、で、後の細
かいところの解釈を日本語で確認しようかと
当初思っていたんですが、もう最初からね、
あまりにも語彙構文のややこしさに、そのア
ウトラインを取る、英語でコミュニケーショ
ンとりながらアウトラインを取るということ
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が段々きつくなっていく。ですから理解の段
階で、かなりもう日本語中心になってしまっ
ています。（教師 F：高等学校）
教師 Fは、当初オーラルイントロダクションをもとに
授業を進めようと計画した。しかしながら、教科書本文
で扱われている語彙や構文が複雑なため、「アウトライン
を取る」ことが難しくなっていく。そのため、学習者の
理解を保証するためには日本語中心の授業にならざるを
得ないと言及している。
教師 G：だんだん (レッスンが)進んでいく
にしたがって英文の内容が難しくなっていく
ので、こっちもどうしても日本語で説明した
くなるなあっていう部分は、特に下のクラス
やと出てきたり...はい...しますね。
著者：そういうときってどうします?
教師G：うーん...たまにね、合いの手入れた
りだとか。けどまあ本当にどうしても分かっ
てなさそうなところは、ちゃちゃって日本語
を使うところも下のクラスとかならあります
ね。（教師 G：高等学校）
教師Gは、教科書の難易度と学習者の習熟度について
言及している。教科書の難易度を考慮に入れた時、習熟
度が低い学習者に対しては「日本語で説明したくなる」
と述べている。教師Gは可能な限り日本語を使わないよ
うに工夫していることを随所に述べているが、本当にど
うしても必要だと判断した場合は、簡潔に日本語を使用
する場合もあると述べている。
1レッスンで何パートかあるじゃないですか。
で、まあ時間がいつもギリギリなんで中々取
れないですけど、時間があればここのパー
トでこれやろうっていうのを 1 つ何か考え
て、活動っていうんですかね、コミュニケー
ション活動じゃないけど、やったりするとき
もあります。でもまあ大体Q&AとTrue or
Falseで終わっちゃうことが多いですね。本
当のことを言うと。そこまでで終わらせたく
はないんですけど。今度はmeaningに（焦
点を）当ててやっていきたいんですけど。も
う本文の内容をさらって Q&A やるだけで
いっぱいいっぱいです。（教師D：高等学校）
【実務的な制約】の 2点目は＜時間的な制約＞である。
教科書を軸として授業を構成する場合、内容理解、新出
語句の確認、音読など様々な活動を行うことになる。上
で述べた教科書の難易度と関連して、1つの単元で様々
な活動を行おうとするため、内容に焦点を当てた活動に
取り組むための時間を確保することが困難なことが報告
されている。教師Dは大まかな授業の流れとして、まず
オーラルイントロダクションを行い、新出語句の導入を
行う。そして重要文法や語法に下線を引くよう指示しな
がら日本語で説明を行うと報告している。また、Q&Aや
TF問題も行っているようである。このような流れで授
業を行うことで、授業時間の大半を費やしていることが
示唆される。教師Dは、形式重視の指導とコミュニケー
ション活動のバランスの間で＜ゆれる思い＞を持ってい
ることを述べており、コミュニケーション活動や内容に
焦点を当てた活動を教師自身は導入したいと考えつつも、
時間的な制約に苦労している様子がうかがえる。
それから後の活動ですよね。まあちょっと構
文をいじくって少しそれから発展させて生徒
と色々例文から話をさせるとかね、そういう
ことを 1学期あたりはやっていたんですが、
2学期その時間も段々なくなってきまして、
ですから今、私の授業は 8割方日本語になっ
てしまっている。（教師 F：高等学校）
教師 Fは、使用している教科書が難しいということも
あり、学習者の理解度に合わせて授業を進めようとする
と、「基本的なところの理解」に時間が費やされ、時間
がとられてしまうことを述べている。そして、1学期に
行っていた構文をもとにした英語表出活動も、2学期に
は時間がとれずに、「8割方日本語（での授業）になって
しまっている」と述べている。これらの様子から、教科
書の内容確認や学習者の理解度に配慮した結果、取り組
むべき活動や説明が増えるため、英語での表出活動のた
めの時間を確保することが難しいということが挙げられ
ている。英語の授業を英語で行う際、特にコミュニケー
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ション活動や内容に焦点を当てた活動を取り入れたいと
教師は思っているが、時間的な制約のために、思うよう
に実施されていないことが報告された。
5・1・4 まとめ（研究課題 1）
これまで述べてきたように、英語で授業を行おうとす
る際に、教師は様々なジレンマを抱えていることが明ら
かになった。そのジレンマは【教師の心理的不安】、【直
面する課題】、【実務的な制約】の 3点から報告された。
【教師の心理的不安】の観点からは、言語形式重視の指導
とコミュニケーション中心の指導の重要性について、同
僚教師との信条の違いや日々の実践の中で葛藤している
ことや、英語で授業を行おうとしても、うまくいかない
ことが続くと、英語での授業をあきらめてしまうことが
あることが報告された。また、日本語を使わないことで、
学習者が授業内容を理解しているのか不安になるという
ことが示された。【直面する課題】については、英語で
授業を行おうとしても、その授業の結果がテストに反映
されなかったり、口頭ではうまく表出できても、単語や
英文が正しく書けないことに苦労したりしていることが
報告された。また、習熟度が低い学習者に対する配慮の
必要性を感じていることや、英語表出に対する抵抗感を
持っている学習者への配慮の必要性が述べられた。【実
務的な制約】の観点からは、英語で授業を行おうとして
も、表現、語彙の難易度が高くて教科書が難しいことや、
内容理解のために時間がとられてしまい、コミュニケー
ションや内容を重視した活動を行う時間が限られている
ことが報告された。習熟度が低い学習者への配慮の必要
性や、日本語の説明がないことによる心理的不安につい
ては、Yamada and Hristoskova (2011)と類似した報告
が見られた。
5・2 英語の授業を英語で行うための工夫
前節では、英語の授業を英語で行うことに対する教師
の思いや悩みについて述べた。次項では英語の授業を英
語で行うために行っている教師の工夫について述べる。
M-GTAによって 9名の教師の面接を分析した結果、5
つの概念が生成された。以降では、各概念ごとに教師の
語りを提示しながら結果を報告する。
5・2・1 バランスを考えた指導
教師の工夫の 1つ目に＜バランスを考えた指導＞が挙
げられた。内容やメッセージ中心の授業を行いながらも、
学習者の実態に応じて様々な形で形式に焦点を当てた活
動も入れているようである。
なので私は 1 年生は、もうそれこそ何年か
前に戻るかじゃないですけど、5文テスト。
“In the next class you have 5文テスト”っ
て言って、教科書のこの文とこの文とこの文
とこの文とこの文を出すってはっきり言うん
です。（教師 B：中学校）
教師 Bは、中学生を対象に教科書のメッセージに焦点を
当てた授業を行っているが、そのような活動を終えた後
に「5文テスト」と称して、教師が選択した目標英文の
表出を学習者に課している。教科書本文の内容面に焦点
を当てるだけでなく、形式的な側面も同様に重要視して
いることがうかがえる。
（リーディング活動の）最初に単語の活動し
ています。読む前に実はちょっとだけ。で、
単語読めないと本文やっててもあれ（難し
い）なので、単語の意味の確認を...日本語で
言って英語で言わすみたいな、クイズ形式み
たいな感じでやってから本文に入るんですけ
ど（教師 G：高等学校）
教師 G は、教科書本文の読解に取り組む前に、語句
の確認をペア活動形式で行っている。教科書本文のメッ
セージに焦点を当てるための補足的な活動として、単語
の確認を行っていることがうかがえる。これらの工夫が
示すように、学習者の様子を踏まえながら、1つの授業
内でも、形式面に焦点を当てた活動とメッセージ中心の
活動を、状況に応じてバランスよく配置していることが
うかがえる。
2年生に関しては、コミュニケーション英語
に関してはほぼ英語を使って行っています。
そして、英語表現に関しては、ほぼ日本語で
という感じになります。 やっぱりライティ
ングという感覚と同じで、日本語で教えてい
ます。(中略)1 年生に関しても、英語表現の
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方は、ALTがやる授業を除いてはほとんど
日本語になってしまっているのですけれど
も、同じクラスでも、コミュニケーション英
語になると英語というふうに切り替えてはい
ます。（教師 C：高等学校）
高等学校の場合、1つの学年に、コミュニケーション
英語や英語表現など英語の授業が複数科目設定されてい
ることも考えられる。そのような場合は、コミュニケー
ション英語は英語での授業を中心に行い、英語表現は形
式に焦点を当てた日本語中心の授業にするなど、よりマ
クロな視点で形式指導とメッセージ中心の活動のバラン
スを考えていることも報告されている。
5・2・2 英語で授業を行う場面の設定と継続
研究課題 1で報告されたように、英語で授業を行うに
あたり、教師は様々なジレンマを抱えている。しかしな
がら、英語で行うことを全てあきらめてしまうのではな
く、英語で行うことができるところは英語で授業を試み
ていることが報告された。
学校全体の取り組みとして、どうしても英語
で授業を皆さんにしてほしいという思いが
（あって）、学年を統一してアクティビティを
作っている。プレリーディング、ミッドリー
ディング、ポストリーディング活動で意見交
換をスピーキング、ライティングなどで行っ
ています。で、その時の指示出しなどすべて
英語でやってくださいってことで統一してい
ます。（教師 H：高等学校）
教師Hは、同僚教師と統一した活動を設定し、その時の
指示出し等は全て英語で行うように打ち合わせているこ
とを述べた。同僚教師と綿密な協力ができる場合、共通
して英語で行う活動を設定することで、後に述べる考査
への出題に関するハードルも低くなると思われる。教師
Hの場合には、同僚教師と協力して英語で授業を行う場
面を設定しているが、教師Gは個人の授業の中の事例に
ついて報告している。
読解前と読解後は口すっぱく “English only”
って言っています。ジェスチャー OK... 単
語だけでも OK。下のクラスでも読解前と
読解後の活動だけはもうとにかく “English
only”って言って。あとは、上のクラスとか
だったら、“Keep talking”。言ったことに対
してもう一回質問したりだとか。で、必ず
“Keep talking”の姿勢を見るために各学期
の最後 ALTの人も含めたインタビューテス
トをしている。（教師 G：高等学校）
教師 G は、教科書本文の読解の前後にコミュニケー
ション活動を入れるようにしていると述べている。そし
て、その活動中は「口すっぱく “English only”」と伝えて
いることを報告している。Gの場合は、教科書の前後に
コミュニケーション活動を入れて、その間だけは英語の
みでやりとりをすることを徹底していることがうかがえ
る。また、Gは英語で行う場面を決めて “English only”
を守りつつも、英語があまり得意ではない学習者への配
慮も忘れていない。
もう絶対ここだけは “English only”。で、中
にはやっぱりその、特に下のクラスやったら、
発問自体が分からない子もいるので、そこら
へんは多分、ボソボソって「（今先生が話し
た英語って）こういう意味か」って言ってい
るんですけど、もうそこらへんは下のクラス
だったら目をつぶっています。だってもう意
味分からないとコミュニケーション活動でき
ないから。なんかもう自分らでボソボソって
日本語で言っているけど、そこまで厳しくす
ると、意味分からないのに活動できないので、
これどういう意味って日本語で言っているの
はちょっと下のクラスとか目つぶっている部
分あります。（教師 G：高等学校）
いくら英語の授業を英語で行うために “English only”
を徹底しても、学習者が教師の英語を全く理解できない
のでは授業が成立しないだろう。時々、学習者は、教師
が話した英語の内容について日本語で確認する様子が見
られるようであるが、そのような場合でも、学習者の状
態、習熟度、意欲等を考慮に入れながら、柔軟な対応を
行っていることがうかがえる。
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また、英語での授業をある程度継続することも、英語
で授業を行うためには必要であることを示唆する報告も
見られる。この点について、教師Aは以下のように述べ
ている。
いきなり 3年生の授業に入った時に、（英語
で授業を行ったら）ものすごいアレルギー反
応を示して、それはもう、ボソボソじゃなく
て日本語でしゃべってやっていうような。分
からーんって。でも (日本語で授業をするの
は)絶対嫌やと思って、いや、そこは英語の
授業やで英語でやるって自分らも我慢して、
先生もできるだけシンプルにするで、がんば
るぞって言って、3ヶ月もするとそんな文句
も出ることなくなって、（英語で授業が行われ
ることが）当たり前になったかなあと。（教
師 A：中学校）
これまで日本語での授業を受けてきた学習者に対して、
英語で授業を始めた場合、状況によっては突然の大きな
変化に戸惑う学習者も見られるだろう。教師 Aも、2年
生まで日本語で授業を受けてきた学習者に英語での授業
を行ったところ、授業が分からない、日本語で授業を行っ
てほしいという要求があったことが報告されている。し
かし教師Aはこのような状況に置かれても、学習者にそ
の目的を説明しながら英語での授業を継続した。その結
果、上記のような要求や発言が減ってきたことが報告さ
れている。もちろん継続する中で教師Aが様々な工夫や
支援を行ったと思われる。しかしながらこの報告は、英
語での授業をある程度継続することも、英語での授業を
成功させるための一つの要因になり得る可能性を示して
いると思われる。
与える指示とかは複雑にしないように。“If
you have an answer in your mind, you can
sit down.”とかそんな長い文を言ったとして
も子どもらは、「あ、いつものやつやからこ
ういうことやな」ってもう体が反応するんで
すよ。具体的に「え?if?」とか思わない。（教
師 B：中学校）
教師 Bは、この点においてより具体的な事例を報告して
いる。“If you have an answer in your mind, you can
sit down.”のような長い指示を出された時に、学習者は
当初戸惑った可能性も考えられるものの、そのような指
示を何回も与えられることで、「いつものやつだからこう
いうことだな」と感じているように観察できることが報
告されている。つまり、類似した状況で同じようなイン
プットを繰り返し与えられることで、教師が学習者に求
めていることを、状況や授業の流れから推測できるよう
になる可能性が示唆されている。
このように、全てを英語で行うことは困難だとしても、
英語で授業を行うことを全くあきらめてしまうのではな
く、英語で行う場面を決めて、その場面だけは英語で行
うという工夫を行っていることが報告された。また、英
語での授業をある程度継続することで、学習者の英語で
の授業に対する抵抗感が軽減される可能性も示唆された
ように思われる。
5・2・3 段階を踏んだ指導を行う
英語で授業が進められる時には、教師が英語で質問を
行い、学習者が英語で流暢に応答するような光景が必ず
しも見られるわけではない。学習者の習熟度を考慮し、
状況に応じて日本語と英語を併用するような、段階を踏
まえた指導を行っているという報告が見られた。
はじめから（英語だけで授業を）しようと思
わずに、はじめは、例えば今日 1年生の授業
で、 “Whose racket is this?”とか “Whose
door is this?”とかやったんですけど、そのと
きに理由も英語で言って欲しいんですね。“I
think it’s Mr. ***’s. I think he likes One
Piece”とか言って欲しいんですけど、しょっ
ぱなから “OK please tell me the reason in
English”って言ったところで、子どもは言え
ないんですよ。で、“I think it’s Ms. ***’s.”
って。“Why do you think so? ”って言っ
ても子どもらは “why”とか、“do you think
so”の流れが分からなかったら、「え?」って
戸惑うので、「え、なんでそう思うの?」って
一回 (日本語で)言うんですよね。（教師 B：
中学校）
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発問の種類によっては、英語で発問を聞いてその意味を
理解することは必ずしも容易ではないだろう。教師Bの
ように中学 1年生を対象とした授業であれば、学習者の
言語知識や運用能力は特に限られていると思われる。そ
のため、最初は日本語での質問をあえて取り入れ、活動
で何が質問されているかが明らかになる工夫をしている
ことがうかがえる。
なんでそう思うのって言うと子ども達は、
「誰々先生はワンピース好きやと思うから」、
とか言うんですよね。“Oh you can say in
English”「そう、私は思うって何ていうの?」
“I think...”（とプロンプトを与える）。で、
“why do you think so?”「なんでそう思う
の?」っていうのをはじめ 一人二人に言って
おくと三人目、四人目からはなんでそう思
うのって (日本語で)言わなくても “why do
you think so?”で理由聞いているなって分か
るじゃないですか。だから、変な話、子ども
に定着するまではちょこちょこ日本語を入れ
ながらやっていますよね。（教師B：中学校）
日本語で「なんでそう思うの？」という質問を 1、2回
行うことで、学習者が話の流れを把握することができる
ため、3、4回目は英語で質問を行っても、英文の意味を
理解することができると述べている。教師 Bの工夫は、
与える英文のインプットを工夫して伝えたい内容を理解
させようとするのではなく、日本語を理解の媒介として
使用し、学習者が理解できる段階に到達したら、日本語
の支援を外して英語だけのやりとりにしていくという方
法である。
上の例は教師の指示の理解に対する支援であるが、学
習者の発話を促進する際にも同様の手法が用いられてい
ることが報告された。
教科書の内容を読んだりするときは中々難し
かったので、チャット活動的なことをすると
きにモデルを見せて、日本語でしゃべるんだ
けど、それを英語に直して言わせる。例え
ば、マジックボックスとこやったかな。“If
you have a magic box, what do you want?”
で、（学習者は）「お金!」（と発言する）。（そ
して教師が）“Oh, you want money”（と繰
り返す）。で、「“I want money”どうぞ」っ
て（促して学習者に “I want money”と）言
わせて。（中略）と、ああいう風（“I want
money”のように）に言うんだなって。何人
か話した後に（発言したい内容が）かぶって
くる子もそれで出てくるから、ある程度自分
の言うべき英語は準備される。で、チャット
活動始めるぞってすると、子どもらの英語の
発話が多少増えたかなと。で、英語を話すっ
ていう抵抗感もちょっと減ったかな。（教師
A：中学校）
教師Aは、まず英語で質問を行うが、それに対して日本
語での応答を許可している。そして、学習者の発言を教
師が英語に直し、直した英語を学習者に発話するように
促している。そうすることで、「ああいう風に言うんだ
な」と、やりとりを聞いて気づく学習者も出てくるため、
後に同様のテーマで活動を行っても、表現のための英語
が学習者の中で準備されると述べている。
とりあえず英語で考えてみてということはし
ますね。それで完全じゃなくていいので、と
りあえずキーワードというのでもいいし、無
理と思ったら日本語でもいいから、じゃあ、
「この日本語出てきたけど、これ英語でなら
何という?」ということをみんなで作ったり
ということはします。（教師 C：高等学校）
教師 C は学習者に英語での発話を強制するのではな
く、日本語での発話も許容して学習者の発言を促してい
る。そして、表出された日本語をどのように英語で表出
できるかをクラス全体で考えることに時間を割いている。
これらの例が示すように、日本語を用いて段階的な指導
を教師が行っていることが明らかになった。
5・2・4 メッセージ中心の課題をテストに出題する
英語の授業を英語で行う中で、メッセージ中心の課題
をテストに出題することも意識して行われていることが
報告されている。例えば、教師 Gは各単元の終わりに
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エッセイライティングを行っているということを述べた。
その課題はテストでも出題されることが報告されている。
英コミュ（コミュニケーション英語のテスト）
は本当に結構その授業中やったワークシート
から出たりだとか...必ず、英表（英語表現）
のテストにも英コミュのテストにも一個ずつ
エッセイ入ってる。英表のテストは、まあ
他（のパート）はもっと文法（問題が中心）
じゃないっすか。まあ日本語でやっている文
法（の授業）なんで。けど ALTの先生の授
業で英表の教科書使ってるので、その ALT
の先生の授業で扱ったトピック、ALTの先
生の授業でも最後結構エッセイで終わること
が多いので、それを英表のテストの 10点分
にいれてます。（教師 G：高等学校）
宿題として課されたエッセイライティングが出題され
ると分かれば、テストの波及効果（backwash eﬀect）が期
待できるように思われる。しかしながら、状況によって
は困難な場合もあることが教師 Dから報告されている。
(教師)それぞれのスタイルがあるので、統一
してこれしましょうっていうのがないんです
よ、そのスタイルに関しては。教える内容に
ついてはもちろん決まっていますけど。だか
ら、その個人だけのスタイルをテストに反映
させることはできないので。（教師 D：高等
学校）
教師 Dの高校では、Dと同僚教師とでは英語指導に
関する信条が異なることが前節で報告された。教師それ
ぞれのスタイルを尊重しているようで、統一した活動等
を設定しているわけではないことが報告されている。そ
のため、個人のスタイルをテストに反映することが難し
いことが示唆されている。言い換えれば、Dがオーラル
イントロダクションなどで使用した英語について定期試
験で出題するということは、他の教師が授業中に扱って
いないことをテストに出題することになるため、不平等
になってしまうということが考えられる。Gの高校と違
い、統一した見解や活動がなければ、メッセージ中心の
課題をテストに出題することは難しいとも考えられる。
5・2・5 易しい教科書に変更
教師が抱えるジレンマの 1つとして教科書の難しさに
ついて述べられたが、次年度使用する教科書の変更を検
討しているという報告も見られた。
上のクラスとかだったらいいけど、下のクラ
スやったらもう読む段階でもうヘトヘトにな
るので。で、少しでも活動を入れたいという
ことで、あの、1個易しめの...(ジェスチャー
を入れながら)多分こうなっている。3つく
らい。で、多分 1番上 (のレベルの教科書)
を選ぶと、まあうちみたいに幅広いところで
は上のクラスにしか合わないから、真ん中の
(レベルの)教科書にして、で、その分、読む負
担を減らして活動に負担かけるような...(中
略)コミュニケーション活動を入れるために、
読解に大分時間をかけすぎると、活動する時
間がなくなるので。（教師 G：高等学校）
教科書を易しいものに変更することの利点は、教科書
の内容理解のための時間を短縮することであると思われ
る。難易度の高い教科書を使用すると、教科書本文中の
文構造の把握や内容理解のための説明に多くの時間を割
くことになる。その結果、内容やメッセージに焦点を当
てた活動のための時間の確保が難しくなる。易しめの教
科書を使用することで内容理解のための活動時間を抑え、
メッセージに焦点を当てた活動に時間を割くのが狙いの
ようである。
6.  
本稿では、英語で英語の授業を行うことに対する教師
のジレンマと工夫について、教師の「生の声」を提示しな
がら探求した。教師のジレンマは【教師の心理的不安】、
【直面する課題】、【実務的な制約】の観点から分析された。
【教師の心理的不安】については、英語で授業を行うにあ
たり、日々＜ゆれる思い＞を抱えながら授業を行ってい
ること、日本語で説明をしないことによる不安が挙げら
れた。【直面する課題】については、習熟度の低い学習者
への対応や、テストの結果に中々反映されないこと、英
語表出への抵抗感が挙げられた。また、実務的な制約と
して、時間的な制約や教科書の難易度が挙げられた。工
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夫については、形式指導と内容中心の活動とのバランス
を考えながら授業を行っていること、日本語を一部交え
ながら段階的に指導していくこと、英語で授業を行う場
面を少しでも設定し、それらを継続する工夫をしている
こと、実務的な工夫として、教科書変更も視野に入れて
いることが報告された。
英語で授業を行う際に直面する課題や問題は、指導す
る文脈や状況によって様々であることが考えられる。し
かしながら、英語で授業を行うことが有益だと考えられ
る場合、全てを英語で行おうとせず、段階的な工夫を取
り入れ、学習者の様子を観察しながら行っていくことが
重要だろう。今後英語で授業を行うことの利点だけでな
く、問題点や課題、そして工夫についても、現場の実践
に根ざした報告が求められる。
 
9 名の先生方にはお忙しい時期にもかかわらず、そし
て急なお願いにもかかわらず、快く面接に応じていただ
いた。また、非常にたくさんの質問をさせていただいた
にもかかわらず、率直で示唆に富むご意見をお聞かせい
ただいた。9 名の先生方に深く感謝申し上げる。しかし
ながら、本稿における全ての誤り及び文責は著者のもの
であることを明記する。
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概念名
定義
理論的メモ
ゆれる思い
英語で授業を行うために色々と工夫していても、うまくいかないことが続くと、心が折れてしまう。ま
た、同僚の先生方とスタンスが違うと、自分のスタンスに疑問を持つこともある。
ヴァリエーション
■ うまくいかないと改善していかなければならないと考えつつも、心が折れてしまう。
■ テストのことが気になるし、同僚の先生とスタンスが違うと、特に若い先生の場合、段々自分のス
タンスを疑うようになるのかもしれない。
■ 英語で授業を行うことが前提になりつつも、ドリル的な活動を行ったほうが力がつくのではないか
という指摘。英語で授業をやっていることに対して本当に効果があるのかどうかという疑問
まず基本的なところが、こちらの説明していることが分かってもらえない。指示が通らない。特に口頭
の場合ね。その段階でつまづいてしまったってのがこれまでよくありましたし、今年もそうでしたね。
で、それでもあきらめずに何か言い方変えてとか、提示する仕方変えてとか、色々やっていかなきゃい
けないんですが、（心が）途中でポキって折れて。（教師F：高等学校）
何か迷っているんですよ。（同僚の教師から、最終的には和訳できないとね、それがトレーニングだか
らね、ということを聞くと）段々そうなのかなって思ってきてしまっている自分がいて、今の流れと逆
行しているけど、どっちが正しいか分からないなって。誰にも分からんのやろうけど、バランスが大事
なんだろうけど、効率の良さも考えると、これが効果的やって思うことをやる方がやっぱり優先されて
きてしまうので、受験のこととかテストのこととかを考えると、（英語で授業を行うことは）難しいか
な。（教師D：高等学校）
ドリル的な活動とか、形式的な面も増えてくるし、頭の中で実はそっち（ドリル的な活動）をした方が
実は力つくんちゃうのとか、思ってる部分もある。けど、今さらそんなことしたくないなっていう個人
的な思いだけでやっている気もするから。（中略）スピーキングのテストが実際にないし。いわゆる入
試とかで。授業中は評価するけど。この子達は（英語でのコミュニケーション活動を）楽しんでやって
いるし、慣れてくるといい雰囲気になるんだけれども、果たしてこの授業を受けていて恩恵を受けてい
るんかなって。（教師A：中学校）
英語の授業を英語で行うことに対する教師の心情
